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研究成果の概要（和文）：歩行車は介護保険の福祉用具貸与品目に指定されており，その対象者は要介護高齢者
である．一方，シルバーカー（Sカー）の対象者は健康な高齢者である．しかし，要介護状態にも関わらず，Sカ
ーを利用する高齢者を見かける．そこで，通所施設を利用する要介護高齢者(n=1,247)に対して調査を行った．
結果，Sカー使用者(n=53)のうち要介護度1-3の者(n=28)の割合は50％を超えた．修理等のサービスに満足してお
らず，故障したまま漫然と使用している実態を把握した．

研究成果の概要（英文）：Use subjects of the rollator are need of nursing care elderly people and are
 appointed in a welfare tool loan item of the nursing care insurance. Whereas the silver car 
originally assumes the use of healthy elderly people. However, in spite of a need of nursing care 
state, we see elderly people using a silver car. Therefore we investigated it for need of nursing 
care elderly people (n=1,247) using a daycare. As a result, the ratio of person (n=28) of need of 
nursing care degree 1~3 was higher than 50% among silver car user (n=53). They were not satisfied 
with services such as the repair, and there was the person whom they used without aim with breaking 
down. 

研究分野：医療福祉工学関連
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研究成果の学術的意義や社会的意義
歩行補助具は，介護保険制度の施行とともにその普及が一層進んでおり，一般市場で流通するシルバーカーにつ
いても同様の傾向である．一方でその使用による事故の発生や，入所施設在所者は在宅サービスである福祉用具
貸与が活用できないことが課題とされている．これまでに，歩行補助用具に焦点を当て，その使用実態を正確に
把握し，またその満足度まで行った調査報告は見当たらない．本研究でその使用実態が大規模に把握できたこと
で，根拠をもって，その在り方の課題と改善の策を示すことが可能となった．結果として，介護保険制度への提
言，さらに転倒などの事故による医療費や介護費用を大幅に削減することも期待できる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

高齢者の安全な歩行を確保するため，杖，歩行器・歩行車，歩行補助車（以下，シルバ

ーカー）といった歩行補助具が積極的に活用されている．歩行補助具の適切な使用は，高

齢者の安全な移動を確保して日常生活の自立を促し，社会参加の可能性を高める（千代丸，

2004）．しかしその反面，歩行能力に合致していなかったり，メインテナンスが不良な機

種を使用すると，転倒のリスクを高めてしまう場合がある． 

独立行政法人国民生活センターによる 2004年～2008年の間の事故事例集計では，シル

バーカーの事故が 30件報告されており，また JASPAによる集計では 2007年～2011年の

間に，シルバーカー12件，歩行車 5件，歩行器 2件の重大製品事故が報告されている．こ

のように，シルバーカーの利用による事故が多く報告されている． 

歩行車に関しては，介護保険制度においてその貸与とともに専門家の指導や定期的なメ

インテナンスなどをフォローする仕組みがある．しかしながら，シルバーカーはその仕組

みがなく，特に要介護高齢者が使用する場合の事故発生を懸念する．したがって，シルバ

ーの使用実態を把握することは急務である． 

２．研究の目的 

上記の背景およびこれまでの研究成果をもとに，本研究は以下の内容を明らかにする． 

1） 通所施設を対象に大規模な調査を実施して，在宅の要介護高齢者 1,000名程度に占め

る歩行車・シルバーカーの要介護度別の使用実数を調べる． 

2） 入所施設を調査対象に加え，入居者 700 名程度に占める歩行車・シルバーカーの要

介護度別の使用実数を調べる． 

3） 安全性やメインテナンスなどの満足の程度について，歩行車・シルバーカーの使用者

へヒアリングする． 

4） 歩行能力に合った機種を使用する重要性と課題を整理して改善策を検討する． 

３．研究の方法 

長崎市の高齢者通所施設 10 施設を利用している 1,247 名を対象とした．まず要介護度

ごとの歩行車・S カー使用者数を把握した．次にその使用者の中で，1)認知症を呈してい

ない，2)言語的コミュニケーションに支障がない，3)面接調査に対する同意が得られた者

に対して面接調査を行った．面接調査では個人属性に加え，福祉用具の満足度評価として

the Quebec User Evaluation of Satisfaction with assistive Technology 2.0（QUEST2.0），

生活機能を改訂版 Frenchay Activities Index（改訂版 FAI）を用いて評価した． 

データ解析において，使用実数は歩行補助具ごとに要介護度別割合の記述統計を行った．

歩行車群と Sカー群の個人属性の比較は，χ2検定と t検定を用いた．また，QUEST2.0

の総得点から総合スコア，下位得点から福祉用具スコアとサービススコアを算出し，群間

の比較は，Mann-WhitneyのU検定を用いた．さらに下位項目ごとにχ2検定を用いて項

目別分析を行った．統計ソフトは JMPverl0.0を使用し，有意確率は 5％未満とした． 

尚，本研究は長崎大学倫理委員会の承認を受けて実施した． 

４．研究成果 

総利用者数 1,247名の内，歩行車を使用しているものは 44名(3.5%)，Sカーを利用して



いるものは 53 名(4.3%)であった．歩行車利用者の要介護度は要支援 2(29.5％)，要介護

2(27.3％)，要介護 1(20.5％)の順に多く，最重度は要介護 4(2.3％)であった．一方，Sカー

利用者の要介護度は要支援 2(30.2％)，要介護 1(26.4％)，要介護 2(18.9％)の順に多く，最

重度は要介護 3(7.5％)であった． 

また，取込基準を満たした使用者は 40名で，歩行車群 20名(男性 5名，女性 15名，平

均年齢 83.2±9.6歳)，Sカー群は 20名(男性 1名，女性 19名，平均年齢 87.6±5.2歳)で

あった．年齢，性別，要介護度，同居有無，自宅周辺環境は両群間で有意差が認められな

かった．改訂版 FAIは Sカー群が歩行車に比べ有意に高値を示した（表 1）． 

 

表 1 面接調査対象者の個人属性 

年齢(歳) 85.4 ±7.9
性別（n %）
男性 6 (15.0) 5 (25.0) 1 (5.0)
女性 34 (85.0) 15 (75.0) 19 (95.0)
要介護度 (n %)
要支援１ 5 (12.5) 0 (0) 5 (25.0)
要支援2 11 (27.5) 6 (30.0) 5 (25.0)
要介護1 9 (22.5) 5 (25.0) 4 (20.0)
要介護2 9 (22.5) 6 (30.0) 3 (15.0)
要介護3 5 (12.5) 2 (10.0) 3 (15.0)
要介護4 1 (2.5) 1 (5.0) 0 (0)
要介護5 0 (0) 0 (0) 0 (0)
同居の有無(n %)
ひとり暮らし 13 (32.5) 6 (30.0) 7 (35.0)
65歳以上のみ 9 (22.5) 4 (20.0) 5 (25.0)
65歳未満家族 17 (42.5) 10 (50.0) 7 (35.0)
ケアハイツ 1 (2.5) 0 (0) 1 (5)
自宅周辺の環境  (n %)
坂道あり 11 (27.5) 5 (25.0) 6 (30.0)
段差あり 8 (20.0) 5 (25.0) 3 (15.0)
どちらもあり 6 (15.0) 3 (15.0) 3 (15.0)
どちらもなし 15 (37.5) 7 (35.0) 8 (40.0)
改訂版 FAI (点) **

*P＜0.05，**P＜0.01
性別，要介護度，同居の有無，自宅周りの環境：χ2検定
年齢，改訂版FAI：ｔ検定

All 歩行車 シルバーカー
(n=40) (n=20) (n=20)

83.2 ± 9.6 87.6 ±5.2

12.7 ±7.9 8.9 ±6.9 16.5 ± 7.1

 

QUEST2.0の総合スコアと福祉用具スコアは両群間に有意差が認められなかったが，サ

ービススコアは歩行車群が Sカー群に比べ有意に高値を示した（表 2）．さらに項目別分析

では，サービススコアの「修理とメンテナンス」「アフターサービス」において，歩行車群

が Sカー群に比べ有意に高値を示した（表 3）． 

 

 

 

 

 

 



表 2 歩行車とシルバーカー群の QUEST2.0スコア 

QUEST2.0スコア 歩行車 (n=20) シルバーカー(n=20)

総合スコア 3.9 SD 0.6 3.6 SD 0.2

福祉用具スコア 3.9 SD 0.7 4.0 SD 0.4

サービススコア 3.9 SD 0.7 2.8 SD 0.5 ***

***P＜0.001   Mann-Whitney U test
 

 

表 3 歩行車とシルバーカー群の項目別分析 

%回答者 %回答者 %回答者 %回答者

‘非常に満足している’
または‘満足している’

‘やや満足している’
またはそれ未満

‘非常に満足している’
または‘満足している’

‘やや満足している’
またはそれ未満

（4-5） （1-3） n （4-5） （1-3） n p
1． 大きさ 70 30 20 70 30 20 ns
2． 重さ 65 35 20 80 20 20 ns
3． 調整しやすさ 67 33 3 60 40 5 ns
4． 安全性 70 30 20 90 10 20 ns
5． 耐久性 90 10 20 95 5 20 ns
6． 使いやすさ 70 30 20 90 10 20 ns
7． 使い心地 70 30 20 85 15 20 ns
8． 有効性 90 10 20 100 0 20 ns
9． 取得手続きと期間 90 10 20 95 5 20 ns
10． 修理とメンテナンス 65 35 20 0 100 20 ***
11． 専門家の指導・助言 65 35 20 35 65 20 ns
12． アフターサービス 55 45 20 0 100 20 ***

***P＜0.001  ns=not significant, χ2 検定

歩行車 (n=20) シルバーカー (n=20)

項目

 

S カー使用者は，要支援 2 が最も多く，使用者の要介護 1 の割合(26.4％)は歩行車の割

合(20.5％)を超え，要介護 1-3 の割合を合計すると 52.8％であった．このことから，要介

護状態になっても Sカーを使用し続けている実態が明らかとなった．また，QUEST2.0の

項目別分析結果において，歩行車群と Sカー群の間で福祉用具スコアに有意差が認められ

ないことは，Sカー利用者が，専門家の指導・助言を受けずに Sカーを使い続けているこ

とで，その使いごこちの変化やその危険性等に気づいていない可能性が考えられた．した

がって，S カーを使用している要介護高齢者へ専門家が介入し，歩行補助具の適合を確認

(fitting)することが急務であると考えられた．また，Sカー群は「修理とメンテナンス」「ア

フターサービス」に対して有意に不十分と感じていた．これらに対し，欧米諸国を参考に

介護保険制度上でセラピストが適合に関与する仕組み作りや，メーカーからアフターサー

ビスを受けやすくする制度などの対策が必要ではないかと考えられた． 
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